
学年

1学年 １０２　世田谷区立太子堂中学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 技術科ガイダンス

・技術が生活や社会でどのように役に立っているか
理解している。
・身近な製品に含まれる技術はどのように考えられ
ているか理解している。
・問題解決の手順、技術のしくみや方法の最適化に
ついて理解している。
・作業の安全について理解している。

・身の回りの製品にさまざまな技術が用いられてい
ることを説明しようとしている。
・これからの技術について自分なりに考え、３年間
の学習の目標を考えようとしている。

5
6

材料を利用するための技術

・木材の特徴や加工法の科学的な原理・法則を理解
している。
・金属の特徴や加工法の科学的な原理・法則を理解
している。
・プラスチックの特徴や加工法の科学的な原理・法
則を理解している。
・じょうぶな構造や組み合わせ、部材について科学
的な原理・法則を理解している。
・製作品の製作に必要な図面や表をかき表すことが
できる。

・材料と加工の技術の見方・考え方に気付いてい
る。

・進んで材料と加工の技術に関わり、主体的に理解
し、技能を身に付けようとしている。

6
7

問題解決の手順

・じょうぶな構造や組み合わせ、部材について科学
的な原理・法則を理解している。
・図面を読みとったり、かいたりすることができ
る。
・製作品の構想図をかき、試作品を製作することが
できる。
・製作に必要な手順を理解し、図や表をかきあらわ
すことができる。

・製品の問題解決の手順から、問題解決の視点につ
いて、気付くことができる。
・生活の中から材料と加工の技術に関わる問題を見
出して、解決する課題を設定することができる。
・課題の解決策となる製作品の大きさ・形状・構造
など使用場所や加工方法・使用できる材料などの制
約条件に基づいて構想し、設計や計画を具体化でき
る。

・身の回りや社会の材料と加工の技術に関する問題
に関心を持っている。
・自分なりの新しい考え方や捉え方によって、解決
策を構想しようとしている。

・プリント　・テスト　・作品　・授業観察 ・プリント　・テスト　・作品　・授業観察 ・プリント　・テスト　・作品　・授業観察

学年

1学年 １０２　世田谷区立太子堂中学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

教科 学期

技術 ２学期

月
単
元

学　　習　　内　　容
観　点　ご　と　の　評　価　規　準（達成してほしい姿）

おもな評価材料

A
材
料
と
加
工
の
技
術

教科 学期

技術 １学期

月
単
元

学　　習　　内　　容
観　点　ご　と　の　評　価　規　準（達成してほしい姿）



9

10

11

12

・プリント　・テスト　・作品　・授業観察 ・プリント　・テスト　・作品　・授業観察 ・プリント　・テスト　・作品　・授業観察

学年

1学年 １０２　世田谷区立太子堂中学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

身の回りにある生物育成の技
術

・生産物に込められた工夫を読み取り、西部育成の
技術が最適化されてきたことに気付いている。

・進んで生物育成の技術と関わり、主体的に理解
し、技能を身に付けようとしている。

・プリント　・テスト　・作品　・授業観察 ・プリント　・テスト　・作品　・授業観察 ・プリント　・テスト　・作品　・授業観察

学年

おもな評価材料

教科 学期

・生物を育成することの意義に関心をもっている。
・進んで生物育成の技術と関わり、主体的に理解
し、技能を身に付けようとしている。

2

生物育成の技術による問題解
決

・生物育成の技術を利用した問題解決の流れを理解
している。
・育成計画に沿い、観察や検査の結果を踏まえ、安
全、適切に育成環境調節や作物の管理・収穫ができ
る。

・生物育成の技術が地域の自然環境に及ぼす影響に
関わる問題を見出して課題を設定できる。
・条件をふまえて課題の解決策を構想し、育成計画
表などに表すことができる。
・育成計画に基づき記録と作物の育成状況から、合
理的な解決作業を決定できる。
・自らの問題解決の工夫を、生物育成の技術の見方
に照らして整理するともに、課題の解決結果を記録
に基づいて評価できる。

・身の回りや社会の生物育成の技術に関する問題に
関心を持っている。
・自分なりの新しい考え方や捉え方によって解決策
を構想しようとしている。
・自らの問題解決とその過程をふり返り、よりよい
ものとなるよう改善・修正しようとしている。

3

1

B
生
物
育
成
の
技
術

さまざまな生物育成の技術

・作物、動物及び水産生物の成長、生態などについ
て科学的な原理・法則を理解している。
・生物の育成環境を調節する方法などの基礎的な技
術のしくみを理解している。

月
単
元

学　　習　　内　　容
観　点　ご　と　の　評　価　規　準（達成してほしい姿）

・自らの問題解決とその過程をふり返り、よりよい
ものとなるよう他社と協働して粘り強く改善・修正
しようとしている。

おもな評価材料

教科 学期

技術 ３学期

A
材
料
と
加
工
の
技
術

製作のための技能(木材)

・安全・適切に材料取り・切断・部品加工などの必
要な作業を行うことができる。
・安全・適切に組立て・仕上げと検査・点検、必要
に応じた改善・修正ができる。

・適切に組立てができるよう手順を考えて組立てを
行うことができる。
・完成した製作品が設定した課題解決できるか評価
するとともに、設計や製作の過程に対する改善及び
修正を考えることができる。



2学年 １０２　世田谷区立太子堂中学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4
・生活を支える情報の技術
や、問題解決の工夫について
調べる。

・情報の技術に関する科学的な原理・法則を理解し
ている。 ・進んで情報の技術と関わり、主体的に理解し、技

能を身に付けようとしている。

・コンピュータが情報を処理
する仕組みや情報通信ネット
ワークの仕組みについて知
る。

・技術に込められた問題解決の工夫について考えて
いる。

・生活において制作品によっ
て解決できそうな問題を見い
だして課題を設定し、設計を
具体化する。

・情報通信ネットワークの構成と、情報を利用する
ための基本的な仕組みについて理解している。

・情報の見方・考え方を働かせて、地域社会の中か
ら問題を見いだして課題を設定している。

・自分なりの新しい考え方や捉え方によって知的財
産を創造し、他者の考え方や捉え方も知的財産とし
て尊重し、それらを保護・活用しようとしている。

・コンテンツに用いる各種メディアの基本的な特徴
について理解している。

・課題を解決するために、条件を踏まえて適切なメ
ディアを選択し、構想を具体化して設計や計画をま
とめている。

・自らの問題解決とその過程を振り返り、よりよい
ものとなるよう他者と協働して粘り強く改善・修正
しようとしている。

・設計の考え方や手順を理解している。 ・設計・計画に照らして、制作の過程を評価、改善
及び修正している。

・プリント　・授業観察　・テスト　・作品 ・プリント　・授業観察　・テスト　・作品 ・プリント　・授業観察　・テスト　・作品

学年

2学年 １０２　世田谷区立太子堂中学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

9

・生活や社会を支えるエネル
ギー変換の技術の例について
調べる。

・エネルギー変換の科学的な原理・法則を理解して
いる。

・技術に込められた問題解決の工夫について考えて
いる。

B
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
の
技
術

・進んでエネルギー変換の技術に関わり、主体的に
理解し、技能を身に付けようとしている。

教科 学期

技術 ２学期

月
単
元

学　　習　　内　　容
観　点　ご　と　の　評　価　規　準（達成してほしい姿）

D
情
報

5

6

7

おもな評価材料

月
単
元

学　　習　　内　　容
観　点　ご　と　の　評　価　規　準（達成してほしい姿）

技術 １学期



10

11

・実習を通してエネルギー変換の技術の仕組みを理
解している。

・課題を解決するために、条件を踏まえて適切な使
用部品を選択して、構想を具体化して設計や計画を
まとめている。

・自分なりの新しい考え方や捉え方によって解決策
を構想しようとしている。

・安全・適切に製作・実装することができ、製作品
の動作実験及び、調整ができる。

・自らの問題解決とその過程を振り返り、よりよい
ものとなるよう改善・修正している。

・プリント　・作品　・授業観察　・テスト ・プリント　・授業観察　・テスト　・作品 ・プリント　・授業観察　・テスト　・作品

学年

2学年 １０２　世田谷区立太子堂中学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

1

2

3

・授業観察　・プリント　・作品　・テスト ・プリント　・授業観察　・作品　・テスト ・プリント　・授業観察　・作品　・テスト

学年

3学年 １０２　世田谷区立太子堂中学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

月
単
元

学　　習　　内　　容
観　点　ご　と　の　評　価　規　準（達成してほしい姿）

・自分なりの新しい考え方や捉え方によって解決策
を構想しようとしている。

・自らの問題解決とその過程を振り返り、よりよい
ものとなるよう改善・修正しようとしてる。

おもな評価材料

教科 学期

技術 １学期

B
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
の
技
術

・災害時において制作品に
よって解決できそうな問題を
見いだして課題を設定し、設
計を具体化する。

・設計の考え方や手順を理解している。

・安全・適切に制作・実装することができ、製作品
の動作確認及び、調整などができる。

・エネルギー変換の技術の見方・考え方を働かせ
て、災害時に想定される問題を見いだして課題を設
定している。

・課題を解決するために、条件を踏まえて適切な使
用部品を選択し、構想を具体化して設計や計画をま
とめている。

技術 ３学期

月
単
元

学　　習　　内　　容
観　点　ご　と　の　評　価　規　準（達成してほしい姿）

12 ・エネルギー変換の実際

おもな評価材料

教科 学期

B
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
の
技
術

・進んでエネルギー変換の技術に関わり、主体的に
理解し、技能を身に付けようとしている。・機器の保守・点検の仕方や

電気エネルギーの安全な利用
方法について調べる。

・機器の保守・点検やエネルギーの安全な利用につ
いて理解している。



4

C
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

・社会の発展とエネルギー変
換の技術

・エネルギー変換の技術が、安心・安全な社会の構
築に果たす役割や影響について理解している。

・より安心・安全な社旗の構築を目指して、エネル
ギー変換の技術を評価し、適切な技術の在り方や展
望について考えている。

・より安心・安全な社旗の構築に向けて、エネル
ギー変換の技術を工夫して創造していこうとしてい
る。

4
・プログラムによる計測・制
御

・プログラムによる計測・制御のはたらきや仕組み
について理解している。

・進んでプログラムによる計測・制御に関わり、主
体的に理解し、技能を身に付けようとしている。

5

・安全・適切にプログラムの制作、動作の確認及び
デバック等ができる。

・入出力されるデータの流れを元に計測・制御の構
想を具体化して設計や計画をまとめている。

・自らの問題解決とその過程を振り返り、よりよい
ものとなるよう他者と協働して粘り強く改善・修正
しようとしている。

6
・健康に配慮して作業を進めることができる。 ・設計・計画に照らして、制作の過程を評価、改善

及び修正している。

7

・プリント　・授業観察　・テスト　・作品 ・プリント　・授業観察　・テスト　・作品 ・プリント　・授業観察　・テスト　・作品

学年

3学年 １０２　世田谷区立太子堂中学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

9
・社会の発展と材料と加工の
技術

・材料の特性等の原理・法則を理解している。 ・技術に込められた問題解決の工夫について考えて
いる。

・材料の加工の技術に関わり、主体的に理解し、技
能を身に付けようとしている。

10

・安全・適切に材料取り、部品加工、組立て・接
合、仕上げや検査・点検ができる。

・設計・計画に照らして、製作の過程を評価、改善
及び修正している。

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、
材料と加工の技術を工夫し創造していこうとしてい
る。

11

12

・プリント　・作品　・授業観察　・テスト ・プリント　・授業観察　・テスト　・作品 ・プリント　・授業観察　・テスト　・作品

学年

A
材
料
と
加
工
の
技
術

おもな評価材料

教科 学期

月
単
元

学　　習　　内　　容
観　点　ご　と　の　評　価　規　準（達成してほしい姿）

D
情
報

おもな評価材料

教科 学期

技術 ２学期



3学年 １０２　世田谷区立太子堂中学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

1
・材料と加工に関する技術の
評価・活用

・材料と加工の技術が生活や社会に果たす役割や影
響について理解している。

・より安全な生活や社会の実現に向けて、材料と加
工の技術を評価し、適切な技術の在り方や展望につ
いて考えている。

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、
材料と加工の技術を工夫して創造していこうとして
いる。

2

・材料と加工の技術の概念を理解している。

3

・授業観察　・プリント　・作品　・テスト ・プリント　・授業観察　・作品　・テスト ・プリント　・授業観察　・作品　・テスト

A
材
料
と
加
工
の
技
術

おもな評価材料

月
単
元

学　　習　　内　　容
観　点　ご　と　の　評　価　規　準（達成してほしい姿）

技術 ３学期


